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 ― 都心低空飛行問題について ― 
 

〇 何も進歩しない国交省の説明会 
 

1 月 11 日（金）15 時～19 時に成増アクトホール、

また、1 月 12 日（土）13 時～17 時にセブンタウ

ン小豆沢で、国交省の説明会がありました。 
 参加者は 341 名と 323 名、前回の 150 名前後

の参加者数に比べると倍以上になりましたが、果

たして周知されたと言えるでしょうか。 
 説明も相変わらずの展示と係員の説得調？（弁

解調というべきか）の説明で、聞いている人の様

子は不安を解消してほしい、ということと、怒り

を禁じえないと言う人が殆どでしたが、そういう

声は何度も説明会を催しているにもかかわらず、

どこにも反映されていないのです。 
 例えば騒音対策として小型機の多用を各航空

会社に申し入れる、というのですが、オリンピッ

クが 1 年半後に迫った現在、申し入れは実際行っ

たのか、それに対する各社の確約は得られたの

か、など実態がなく、むしろ効率的な 2 階建ての

大型機の導入が噂されているのです。 
 現段階では国交省の安全対策は絵空事のよう

な約束にすぎないのです。 
 
〇 区民環境委員会の審議 
 

 1 月 22 日の区民環境委員会で私たちの陳情が

審議されました。結果としては継続となりました

が、引き続き関心を持ってもらうためには審議の

対象となっている方が良いとは思います。 
 インバウンドの増加が善悪両面ある事も議論

され、現在すでに板橋区上空をかなりの飛行機が

飛んでいる事（皆さんも感じていると思います

が）から資料を請求している議員がいました。新

航空路がもし実施されるとしたら比較するため

にも現状を知っておく必要があるでしょう。 
 
 
 

〇「お散歩マップ」来月配布 
 

 少々発行が遅れています。前のマップにはバ

ラの見られる所にバラのマークをしていまし

た。今回はそれに桜を足しました。道路から見

える外観は共有のものと思いますので特に許

可を得てはいません。ご寛恕下さい。 
 
〇 勇退する賢さ 
 

 三浦雄一郎さんがアコンカグア登頂を断念

しました。莫大な資金と大勢の尽力が無駄にな

ることなので、さぞかし無念で、成功への未練

は大きかったと思います。しかし、こういう決

断は称賛こそされても非難されることはあり

ません。 
 万一遭難となったら、取り返しの付かない失

敗であり、これまで積み重ねてきた名誉や名声

も瞬時に失われることになります。断念する勇

気を 86 歳にして持っていたことを素晴らしい

と思います。 
 この頃日本人に欠けているのは、このような

撤退する勇気ではないでしょうか。上意下達の

組織に固まってしまうと、上の方の決定事項を

修正・断念することが不可能になっているので

は無いでしょうか。忖度やおもねりがはびこ

り、保身のためには資料改竄でも何でもするの

でしょう。自腹を切らずに済む国民の税金を使

う話ならなおさら無責任になれるのでしょう。 
 
〇 国家の軋轢より民間の交流 
 

 お隣の韓国との間で、軍艦や戦闘機が、やれ

低空飛行だのやれレーダー照射だのと、何十年

か前なら直ぐ戦争に突入しそうな話。 
一方民間では囲碁の天才少女が韓国で No.

１の選手と対戦、日本では韓国ドラマが歴史物

も現代物も隆盛。絶対に戦争を避ける為に、普

通の国民どうしの交流を大事にしましょう。 
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常
盤
台
公
園
の
は
な
づ
く
り 

 

北
側
の
斜
面
は
、
ど
う
し
て
も
普
通
の
植
栽
に
は

不
向
き
で
、
日
陰
で
も
強
い
フ
ッ
キ
ソ
ウ
や
キ
ッ
チ

ョ
ウ
ソ
ウ
が
地
表
を
覆
っ
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
子
ど
も
達
が
そ
の
上
を
走
り
回
っ
た

こ
と
が
一
因
で
、
（
ほ
か
の
原
因
も
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
の
で
す
が
、
解
っ
て
い
ま
せ
ん
）
全
く
姿
を

消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
ん
と
か
以
前
の
き
れ
い

な
斜
面
に
戻
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

水
仙
の
花
が
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ
た

の
は
、
花
盗
人
が
い
る
せ
い
か
、
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
な
ん
と
実
際
の
現
場
に
遭
遇
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

赤
い
コ
ー
ト
の
眼
鏡
を
掛
け
た
中
高
年
の
女
性

が
、
北
側
の
土
手
に
半
身
の
び
あ
が
り
、
水
仙
を
折

っ
て
い
ま
し
た
。
公
園
の
花
は
皆
の
物
で
す
よ
、
と

声
を
か
け
る
と
、
照
れ
臭
そ
う
な
笑
い
を
浮
か
べ
な

が
ら
そ
れ
で
も
水
仙
を
二
，
三
本
握
っ
た
ま
ま
自
転

車
を
漕
い
で
環
七
の
方
に
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

板
橋
区
民
の
民
度
は
ま
だ
こ
の
程
度
の
も
の
な

の
で
し
ょ
う
。
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い

る
人
も
い
る
の
に
、
な
ん
と
も
情
け
な
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
な
か
っ
た
水
仙
が
細
々

と
咲
い
て
い
ま
す
。 

 

花
づ
く
り
の
会
に
Ｔ
さ
ん
が
二
人
い
ま
す
が
、
ど

ち
ら
の
Ｔ
さ
ん
も
病
気
や
老
躯
を
い
た
わ
り
な
が

ら
、
冬
の
乾
燥
期
の
水
や
り
や
花
の
手
入
れ
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
後
継
者
求
む
！ 

 
 

車
の
板
橋
ナ
ン
バ
ー 

 
「
い
つ
も
、
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
く
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

私
は
板
橋
区
の
あ
る
場
所
で
生
ま
れ
て
育
ち
今
は

ご
縁
が
あ
っ
て
素
敵
な
常
盤
台

1

丁
目
に
住
ん
で
二

十
年
ほ
ど
の
も
の
で
す
。 

ご
連
絡
し
ま
し
た
の
は
、
お
電
話
で
も
お
話
し
ま
し

た
が
、
板
橋
区
が
す
す
め
る
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
制
度

「
板
橋
ナ
ン
バ
ー
」
を
二
〇
二
〇
年
よ
り
導
入
す
る
こ

と
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
、
常
盤
台
の
住
民
の
方
に
も
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

板
橋
区
は
こ
の
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
あ
た
り

Ｈ
二
九
年
九
月
～
十
月
に
区
民
と
そ
れ
以
外
の
住
民

の
方
に
調
査
（
区
民
一
六
九
〇
件
）
を
さ
れ
た
様
子
で

結
果
、
賛
成
多
数
と
の
こ
と
で
そ
の
ま
ま
進
め
て
き
て

お
り
ま
す
。 

反
対
意
見
も
多
数
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
意
見
は
ど

こ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
た
の
か
？ 

多
く
の
区
民
が
Ｈ
二
九
の
導
入
の
決
定
と
な
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
知
ら
な
い
ば
か
り
か
五
五
万
人
い

る
区
民
の
う
ち
、
た
か
だ
か
一
六
九
〇
件
で
賛
成
多
数

で
決
定
す
る
こ
と
に
、
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
そ
の
調
査
方
法
も
、
板
橋
区
役
所
、
区
内
の

カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
区
内
事
業
所
に
調
査
箱
を
設
置
、

回
収
し
た
だ
け
の
模
様
で
す
。 

 
 

 

Ａ 

」 
  

右
の
よ
う
な
投
稿
を
頂
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
全
く

知
ら
な
い
う
ち
に
、
板
橋
ナ
ン
バ
ー
は
決
定
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
も
公
募
で
は
な
く
依
頼
で

決
め
た
よ
う
で
す
。
不
透
明
な
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
Ａ

さ
ん
の
指
摘
を
受
け
て
区
の
Ｈ
Ｐ
を
見
ま
し
た
。 

 

 

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

  

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
依
頼
先
（
配
布
枚
数

8
,
2
32

枚
、
回
答
数2

,
6
6
4

枚
） 

区
民
（
回
答
数 1

,
6
9
0

枚
） 

板
橋
区
町
会
連
合
会
、
東
京
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
（
株
）
板

橋
支
店
、
ト
ヨ
タ
東
京
カ
ロ
ー
ラ
（
株
）
志
村
店
、

（
中
略
）
板
橋
区
役
所
窓
口
、e

モ
ニ
タ
ー 

区
内
事
業
者
（
回
答
数 9

7
4

枚
） 

板
橋
区
商
店
街
連
合
会
、
一
般
社
団
法
人
板
橋
産
業

連
合
会
、
東
京
商
工
会
議
所
板
橋
支
部
、
公
益
社
団

法
人
東
京
青
年
会
議
所
板
橋
区
委
員
会
、
公
益
社
団

法
人
板
橋
法
人
会
、
板
橋
区
観
光
協
会
、
一
般
社
団

法
人
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
板
橋
支
部
、
東
京
都
個

人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
板
橋
支
部
、
板
橋
個
人
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

[
1
]
 

板
橋
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
対
し
、「
賛
成
」「
反

対
」
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
の3

択
で
質
問 

・
賛
成 

 
 

 
 

 
 

1
,
2
2
6

人
（4

6
.
1

％
） 

・
ど
ち
ら
で
も
よ
い 

 
1
,
1
3
8

人
（4

2
.
8

％
） 

・
反
対 

 
 

 
 

2
9
4

人
（1

1
.
1

％
）  

 
 
 
 
 
 
  

 

と
い
う
こ
と
で
実
施
と
な
っ
た
模
様
。
皆
さ
ん
は
こ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
ま
た
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
や
り
か
た
は
納
得
で
き
ま
し
た
か
？ 

 

板
橋
区
で
は
区
民
の
行
政
へ
の
関
心
や
、
政
治
に

対
す
る
民
度
が
低
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
が
、
永

年
「
何
を
言
っ
て
も
無
駄
」
と
い
う
諦
め
が
不
信
感

と
無
関
心
を
生
み
続
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

と
り
あ
え
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
部
分
だ
け
区
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
抜
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

 
 


